
17 - 13
24 - 13
20 - 7

Ｃ 22 - 10
A コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 3 4 2 2 3 3 10 13 1 0 2 0
24 * 0 0 3 6 0 2 1 1 2 3 0 0 0 0
33 * 0 2 5 7 1 2 1 0 1 1 0 3 2 0
41 * 0 0 9 10 1 2 2 1 5 6 0 0 0 0
61 * 1 2 2 4 2 2 0 0 3 3 0 3 0 0
7 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 1 0 1 4 4 0 1 2 3 0 1 0 0
13 0 1 1 1 5 2 2 1 1 2 3 0 2 0 0
14 0 1 3 1 2 0 0 1 1 0 1 0 2 1 0
22 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
25 0 0 1 1 2 0 0 0 0 1 1 0 2 0 0
29 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 0 0 0 2 4 0 0 0 2 0 2 0 1 0 0
51 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
88 0 0 0 3 4 0 0 3 2 1 3 0 0 1 0

0 0 0 0 3
3 11 31 51 12 16 14 12 27 39 5 14 6 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 4 2 6 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0
23 * 0 0 5 10 2 3 2 1 4 5 1 0 0 0
25 * 0 0 1 7 2 4 2 3 0 3 0 1 0 0
33 * 0 0 1 7 0 0 3 3 1 4 3 3 0 0
35 * 0 0 0 1 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
14 0 1 2 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 0 0 0 1 5 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0
34 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
41 0 0 0 5 8 2 4 4 3 4 7 0 0 0 0
95 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 1
1 6 16 51 8 13 16 11 10 21 6 6 1 0

試 合 日 2014.09.07
天理大学

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

勝ち点　１
試合ＮＯ 120
戦評
総括、#6サイモンを軸に、爆発的なオフェンス力を持つ天理大学と粘り強いディフェンスが持ち味の立命館大学との
好カードとなった。前半はどちらも一歩も譲らない戦いになっていたが、昨年の覇者である天理大が強み、高さで勝
り、立命館を圧倒したゲームとなった。
第1ピリオド、試合開始とともに両者ともに気迫のあるディフェンスで互いに点を与えない。そんな中、立命館は状況
に応じて、ゾーンディフェンスを敷き天理大#6サイモンの徹底マークを試みる。対する天理大は#33瀬戸が思い切りの
いいドライブを仕掛けるも、タイトに守る立命館のディフェンスに苦しめられ思うように点が入っていかない。その隙に
チーム力で勝る立命館がじわじわと追い上げていき、17-13天理大4点リードで第1ピリオドを終える。
第2ピリオド、第1ピリオドと変わらず立命館は前からプレッシャーを与えて天理大の足を止めようとするも、天理大#33
瀬戸は冷静沈着なプレイでディフェンスを翻弄する。そこから互いに隙を見せず、天理大#41久保田はパワフルなリバ
ウンド、立命館#33竹村は1年生とは思えないゲームコントロールで互いに一歩も譲らない。
#41櫻庭のバスケットカウントで天理大#6サイモンがファウル3つ目となり、ベンチ
へ下がる。そこから立命館は反撃すると思いきや、#33竹村のターンオーバーが重なり、思うように点が縮まらない。そ
の一方で天理大は選手層が厚く、交代選手が次々に点数を重ねていき、第2ピリオド終了時点で41-26で天理大が15
点リードで前半を折り返す。
第3ピリオド、開始早々、立命館は連続2ターンノーバーでチーム雰囲気が悪い中、天理大は#41久保田の力強いポ
ストプレイで徐々に点差を開いていく。立命館#23原田もミドルシュートなどで応戦するも、今一つ自分たちのリズムが
掴めず、流れを呼び込めない。そんな中、天理大#13幡本が途中交代で入ってきて早々に、ファストブレイクが何本も
決まり、61-33と天理大が28点差とし、最終ピリオドへ突入する。
第4ピリオド、天理大#6サイモンがコートに戻ってきたのを機に、さらに天理大がリードを広げる。一方で、立命館はセ
ンター陣を軸に攻めたいところだが、ミスを連発してしまい、思うようにシュートが決まらない。そんな中天理大は途中
交代で出てきた#34谷本はオフェンスリバウンドでチームに貢献する。この時点で立命館の足がとまってしまい、最後
まで立命館は粘りのディフェンスを見せるも、83-43で天理大が勝利した。

主審 細見　竜太 副審 幡丸　登志久 戦評

83 43

敗チーム

立命館大学

飯島 匡洋（近畿大）

開始時間 16.40.00
会　　場 島津アリーナ
コ ー ト

勝ち点　４

男子 １部リーグ戦 勝チーム

記録 関西学生バスケットボール連盟

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

瀬戸 将軍 11 28
久保田 和貴 19 32

BS MIN

サイモン オジュワン 8 20
奥野 航平 6 13

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

藤森 翔平 4 10
幡本 優生 7 12

新里 龍武 9 28
中村 翔太 0 0

田中 駿也 2 4
榎本 一輝 0 8

川崎 達朗 5 14
松本 匡平 2 2

池田 壮真 6 13
Team / Coach: 二杉　茂

谷本 真琴 4 12
近藤 隆幸 0 2

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 83 200
RATE 27.3% 60.8% 75.0%

原田 祥伍 12 25
立野 俊史 4 30

ST BS MIN

上田 雅也 4 26

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

平岡 勇人 0 5
太地 勇輔 0 4

竹村 蓮 2 33
福永 雅刀 2 9

山田 和輝 0 4
阿部 直道 0 1

吉田 諒介 5 5
古倉 勇人 2 20

0 - -
0 - -

櫻庭 朋久 12 33
柴田 剛希 0 4

RATE 16.7% 31.4% 61.5%

Team / Coach: 浅村　典正 -
合　　　計 43 200


